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株式会社アラヤ 

AI 開発・運⽤コストを最適化する開発ツール 
「SubnetX」の提供開始 

〜AI のモデルサイズを学習後でも瞬時に変更可能〜 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ⼈⼯知能（AI）の技術開発・ソリューション提供を⼿掛ける株式会社アラヤ（所在地︓東京都千代⽥区、

代表取締役︓⾦井良太、以下「アラヤ」）は、AI 開発で⽣じるコスト・⼿間・時間を削減できる開発ツール

「SubnetX」の提供を開始します。 

サービス紹介 URL︓https://www.araya.org/service/subnetx/  

 

◾背景 

 多くの企業が AI による効率的な課題解決を⽬指し開発に取り組んでいます。しかし、現実的な社会実装に

おいてはエッジデバイスへの AI モデル最適化の困難さや、デバイス要件の変更などの AI 再開発によるコス

トの増加、開発した AI サービスの運⽤コストの⾼さなどの課題を抱えています。これまで弊社では様々な課

題を持つ企業のパートナーとして、AI モデルの開発、エッジデバイスへの最適化などを⽀援してきました。

このような⽀援を通して、多くの企業が AI 開発に取り組む中で AI 開発の⼿戻り、最適化の困難さという課

題を抱えていることを感じ、今回新たに「SubnetX」という AI 開発拡張ツールを構築し提供することにいた

しました。 

 

■SubnetX とは 
   SubnetX とは、学習後でも瞬時にモデルサイズを変更できる機能、つまり、スケーラブル性を既存の AI

モデルに容易に追加できるツールです。通常、モデルサイズの変更は、AI の学習後に⾏うことが出来ず、AI



開発/運⽤コストを最適化する妨げになっていますが、SubnetX を⽤いることで、AI モデルにスケーラブル

性を追加し学習を⾏うことができます。スケーラブル性のある学習済み AI モデルによって、多くのデバイス

への最適化、既存モデルサイズの縮⼩による運⽤コストの削減が可能になります。 

 なぜなら、SubnetX で作られたスケーラブルな AI モデル（Supernet）は、⼀度学習すると、計算量や精

度等が異なる膨⼤な個数(数万以上)の多様な学習済み AI モデル（Subnet）を取得することができ、多様な

学習済み AI モデルからの選択によって、瞬時にモデルサイズを変更できるため、再開発ではなく、再選択す

ることによって最適化が達成できるためです。 

 

SubnetX によるスケーラブルなモデル開発 

■スケーラブルな AI 開発による AI 開発/運⽤コスト削減の事例 

 例えば、最新のスマートフォン向け AI モデル搭載アプリを旧機種にも提供する場合、機種に搭載されたメ

モリ量の差から UX に影響が出てしまうことがあります。従来の開発では、メモリ量の差を考慮した AI モデ

ルに改善するには、AI モデルの変更を伴う再開発が必要となるなど開発・運⽤コストがかかり続けるという

問題点がありました。 

 

AI モデル開発における従来の開発イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



SubnetX を⽤いたスケーラブルなモデル開発では、開発途中や運⽤開始後に要件変更があったとしても、多

様な学習済み AI モデルから再選択するだけで最適化できるため、⼿戻りの最⼩化と開発コストの削減ができ

ます。 

 

SubnetX におけるスケーラブルなモデル開発イメージ 

 

 
 
 
 
 
 
 
■コスト削減実績 
弊社でのエッジ AI 開発の事例として、三つのデバイスに対して AI モデルの最適化を⾏いました。その際に

デバイスの最適化⼯数とモデルの最適化⼿戻りの作業において、38%の開発期間の削減をすることができま

した。 

SubnetX の活⽤により期待できるコスト削減効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【その他の活⽤事例】⾃動⾞メーカー向けエッジ AI 開発における OFA（Once-for-ALL）適⽤ 

https://www.araya.org/projects/subnetx/ 

 

■提供開始予定 
2023 年 8⽉ 

■詳細説明資料について 
資料請求 URL︓https://www.araya.org/download_subnetx/ 

■株式会社アラヤのエッジ AI 開発実績 
・2018 年、 KDDI㈱と⾰新的 AI エッジコンピューティングをテーマとする NEDO研究開発プロジェクト参

画 



・ドローンでのエッジ AI 実装 

・物体検出、セグメンテーション、画像分類、異常検知モデルなどの⾼速化/軽量化 

・その他、⼩型化技術 (量⼦化/枝刈り/蒸留) による⾼速化/軽量化など実績多数 (20以上) 
【会社概要】 
会社名︓株式会社アラヤ 

代表者︓代表取締役 ⾦井 良太 

設 ⽴︓2013 年 12⽉ 

所在地︓東京都千代⽥区神⽥佐久間町 1-11 産報佐久間ビル 6F 

ＵＲＬ︓https://www.araya.org/

事 業︓ディープラーニング、エッジ AI、⾃律 AI、ニューロテック、研究受託 
 

本プレスリリースに関するお問い合わせ先 
 
株式会社アラヤ  広報担当︓⼤⽯ 

ホームページ︓https://www.araya.org/ 

e-mail   ︓sales@araya.org 


